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B

「
非
常
持
出
品
」
を
用
意
し
ま

し
ょ
う
。

避
難
す
る
際
に
持
っ
て
い
く
最

低
限
必
要
な
も
の
を
、
リ
ュ
ッ
ク

な
ど
に
入
れ
て
、
い
つ
で
も
取
り

出
せ
る
と
こ
ろ
に
置
い
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

必
要
な
非
常
持
出
品
は
家
庭
に

よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
家
族
で
、
自
分
た
ち
に
は
何

このところ大きな地震による被害がニュースで伝えられてい
ます。
いつ起こるかわからない地震災害に適切に対処するため、私

たちは過去の災害を教訓にして、普段からの備えを怠らないよ
う心がけることが大切です。
今月は災害のうち特に地震への備えについて特集します。
いざという時のために、 9 月 1 日の「防災の日」に向けて、

地震への備えについて、家族みんなで話し合ってみませんか？
問合せ 防災・自治振興課・内線5531

が
必
要
か
家
族
で
話
し
合
っ
て
用

意
し
ま
し
ょ
う
。

B

「
備
蓄
品
」
は
複
数
箇
所
に
用

意
し
ま
し
ょ
う
。

市
で
は
災
害
時
に
備
え
、
飲
料

水
な
ど
の
備
蓄
を
し
て
い
ま
す

が
、
水
や
ガ
ス
・
電
気
の
供
給
停

止
、
食
料
品
や
日
用
品
の
入
手
困

難
と
い
っ
た
最
悪
の
事
態
を
考
え

て
、
各
家
庭
で
も
備
蓄
品
を
用
意

特集：地震への備え

し
ま
し
ょ
う
。

備
蓄
品
の
量
は
、
非
常
持
出
品

の
ほ
か
に
、
2
・
3
日
分
の
量
が

目
安
で
す
。

衣
装
ケ
ー
ス
や
コ
ン
テ
ナ
な
ど

に
ま
と
め
、
家
の
中
の
ほ
か
、
外

の
物
置
や
車
の
ト
ラ
ン
ク
な
ど
に

分
散
し
て
用
意
す
れ
ば
、
災
害
時

に
利
用
し
や
す
い
で
し
ょ
う
。

B

家
具
の
転
倒
防
止
や
落
下
防
止

対
策

タ
ン
ス
や
大
型

家
電
製
品
の
転

倒
、
ガ
ラ
ス
の
破

損
に
よ
る
被
害
な

ど
、
家
の
中
で
地
震
被
害
に
あ
わ

な
い
よ
う
、
あ
ら
か
じ
め
安
全
チ

ェ
ッ
ク
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

【非常持出品の例】
□ 貴重品（現金、通帳、印鑑などの重
要書類）

□　非常食
□　飲料水（ 1 人 1 日 3Rが目安）
□ 携帯ラジオ（予備の電池も多めに用
意する）

□　懐中電灯
□　救急薬品類
□ 生活用品（プラスチックや紙製の皿やコップ、
割り箸、缶きり、栓抜き、タオル、ティッシュ
ペーパーなど）

□ その他（下着、上着、靴下などの衣類、軍手、
雨具、ライター、ビニール袋、生理用品、紙お
むつなど）

【備蓄品の例】
□　食糧品（非常持出品以外のもの）
□　燃料（卓上コンロとボンベ、固形燃

料、マッチ、ロウソク、新聞紙など）
□　生活用水（風呂や洗濯機に水を溜めておく。寝

る前に、やかんやポットにも水を入れておく。）
□　衛生用品（携帯用トイレなど）
□　防寒用品（毛布、寝袋など）
□　調理用品（なべ、やかんなど）
□　その他（ポリタンク、バケツ、ビニールシート、

布製ガムテープ）
※バール、車のジャッキなどの工具、ヘルメット、居場
所を知らせる笛などの防災用品があると便利です。

※食糧品の消費期限、医薬品の使用期限に注意し、
古いものは入れ替えましょう。

い
ざ
と
い
う
時
、
自
分
や
家
族
が
、
慌
て
ず
行
動
が
で
き
る
よ

う
に
、
次
の
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
、
事
前
に
チ
ェ
ッ
ク
し
た
り
、

家
族
で
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
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B

防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す

日
　
時
　
9
月
7
日
（
日
）
午
前

8
時
半
〜
11
時

場
　
所
　
里
小
学
校
校
庭
お
よ
び

体
育
館

内
　
容

初
期
消
火
訓
練
や
土
の

う
積
み
訓
練
の
ほ
か
、
自
主
防
災

会
の
代
表
者
は
、
救
出
救
護
、
可

搬
ポ
ン
プ
放
水
訓
練
を
実
施
。
器

具
の
操
作
を
実
際
に
体
験
す
る
こ

と
で
、
よ
り
実
践
に
近
い
訓
練
を

し
ま
す
。

B

高
齢
世
帯
等
へ
の
家
具
転
倒
防

止
器
具
の
取
付
事
業

タ
ン
ス
、
食
器
棚
、
照
明
器
具

な
ど
の
家
具
に
、
家
具
転
倒
防
止

器
具
を
3
組
ま
で
無
料
で
取
り
付

け
ま
す
。

対
　
象
　
①
70
歳
以
上
の
方
で
構

成
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
世
帯
、
②

身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級
を
有

し
て
い
る
方
の
世
帯
、
③
療
育
手

帳
A
・
A
を
有
し
て
い
る
方
の
世
帯
。

※
取
り
外
し
は
、自
己
負
担
で
す
。

問
合
せ

高
齢
者
支
援
課
・
内
線

3
6
2
1
、
障
害
者
支
援
課
・
内

線
3
8
2
2

B

住
宅
の
耐
震
診
断
へ
の
助
成

昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
建

3
No.615

B

地
域
で
協
力
し
合
い
ま
し
ょ
う

地
震
災
害
な
ど
大
き
な
災
害
が

起
き
た
時
に
被
害
を
最
小
限
に
く

い
止
め
る
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か

ら
の
各
家
庭
で
の
備
え
と
と
も

に
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
互
い
に
協

力
し
合
い
、
消
火
、
救
出
、
救
護

な
ど
の
活
動
を
地
域
総
ぐ
る
み
で

行
う
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

市
内
の
34
自
治
会
す
べ
て
に
、

地
域
の
防
災
活
動
を
効
果
的
に
行

築
さ
れ
た
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
助

成
要
件
と
申
請
な
ど
の
詳
細
は
事

前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
・

内
線
4
1
2
3

B

避
難
所
の
開
設

小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
、

公
民
館
な
ど
43
ヶ
所
を
、
災
害
時

に
お
け
る
避
難
場
所
お
よ
び
避
難

所
と
し
て
指
定
し
て
い
ま
す
。

家
族
で
休
日
な
ど
に
「
非
常
持

出
品
」
を
持
っ
て
、
避
難
場
所
ま

で
歩
き
、
道
順
や
危
険
箇
所
が
な

い
か
ど
う
か
確
認
を
し
て
み
ま
し

ょ
う
。

う
た
め
「
自
主
防
災
会
」
が
結
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

各
自
主
防
災
会
で
は
「
自
分
た

ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」

を
合
言
葉
に
、
定
期
的
に
防
災
訓

練
な
ど
を
実
施
し
、
万
一
の
場
合

に
備
え
て
い
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
地
域
と
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
、
自
主
防
災
会
の

活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
し
ま
し

ょ
う
。

各
自
治
会
で
は
自
主
防
災
会
を
結
成
し
、
災
害
時
に
地
域
で

協
力
し
合
い
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
る
よ
う
、
防
災
訓

練
を
行
う
な
ど
活
動
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
地
域
の
防
災
活
動
に

参
加
し
ま
し
ょ
う
。

▲　起震車による地震体験

自主防災会によってさまざまな
対策を取っています。
（写真は 6 月29日に実施した、
緑町自治会の防災訓練のよう
す）

●自主防災会の活動
・防災訓練や講習会を通じ、正しい防災知識を普及
・災害に弱い立場にある高齢者や障害をもった人を
把握し支援体制をつくる。

・災害時、防災訓練等の経験を生かして初期消火活
動や出火防止活動にあたる。

・災害時、負傷者の救出、搬送、応急手当てなどを行う。
・災害時、住民を安全に避難場所へ誘導する。
・被災情報等、正しい情報を得て、住民に伝える。

地震などの災害時には、電話がか
かりにくくなります。
ほとんどの固定電話や携帯電話か

ら利用できる災害用伝言ダイヤル
は、「171」の番号に電話をかけ、居
場所などを音声メッセージとして録
音しておくと、家族などが「171」
にダイヤルし確認ができます。
またインターネット災害用伝言サ

ービスは、インターネットによる伝
言板として利用
できます。
災害時に家族

で連絡が取れる
ように覚えてお
きましょう。

チェーンソーの使用訓練 蜷

【 指 定 避 難 所 一 覧 】

市
で
は
、
定
期
的
な
防
災
訓
練
の
実
施
や
、
災
害
時
に
は
避
難
所
を

開
設
し
、
市
民
の
皆
様
が
安
全
に
避
難
で
き
る
よ
う
施
設
等
の
整
備
を

行
っ
て
い
ま
す
。


